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論文内容の要旨
本論文は、三種類の液晶配向に特徴を有する液晶表示モードについて、各々の要素技術開発を行ない、特徴を活か
したデバイス応用の検討を行なった成果をまとめたものであり、本文 5 章から構成されている。
第 1 章では、液品配向の種類とその液晶配向を用いたときの光学的、電気光学的特徴について概説し、液品配向、
応答形態を種々変化させることで特徴を有する液品表示モードを得ることが可能であることを示し、本研究の意義と
目的を明らかにしている。
第 2 章では、微細パターンの書き込みを可能とする均一配向強誘電性液晶パネル、光感度と電荷の拡散について最
適化した a-Si を用いた光導電層、高速な光書き込みシステムについて開発検討を行ない、 10μm 径の高精細書き込
み(解像度 501p/mm) を可能とし、かつ 1500X 1600 画素を 0.5 秒で書き換え可能な光書き込みライトバルブ、を得た
ことを示している。
第 3 章では、高分子マトリクス中に液晶が小滴状に分散保持された複雑な構造を有する高分子分散型液晶において、
独自の手法により電界解析、散乱解析、液晶と高分子マトリクスの相互作用解析等を行ない、高コントラスト比、低
駆動電圧、残像がなく、 CRT を用いた場合に比べ約 2倍の輝度効率のリアプロジェクションディスプレイを実現でき
ることを示している。
第 4 章では、クシ型電極聞に印加される横電界により液品を駆動する面内応答型モードにおいて、パネル構成、ア
レイ構成、液晶配向について、実験的検討、最適化を行ない、非常に広い視野角特性を有する面内応答型モード 15
型モニターディスプレイを得たことを示している。さらに、モニター用ディスプレイなどの大型 LCD のプロセス上
の課題である、 uv シール材を適用した重ね合わせ精度向上、注入時間の短縮を行なうための注入シミュレーション
モデ、ルの検討も行っている。
第 5 章では、第 2 章から第4 章までの研究成果を総括して本論文の結論としている。
論文審査の結果の要旨
液品ディスプレイは、液晶配向、応答形態を種々変化させることで特徴ある特性を発現することが可能であり、液
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晶表示モードを選択することで非常に広い応用分野で用いることができるという多様性を有している。本論文は、液
晶配向により特徴ある特性を発現する 3種の液晶表示モードについて、各々の要素技術開発、その液品表示モードの
特徴を活かした応用分野への展開、デバイス試作、評価に関する研究を行ったものであり、得られた成果を要約する
と次の通りである。
(1) 強誘電性液品を用いた光書き込みライトバルブにおける SiO 斜方蒸着膜を配向膜とした液晶セルの均一配向
の検討、光導電層と書き込み/投影光学系の最適化の検討を行ない、 10μm 径の書き込み (501p/mm の解像度)、 1500
X1600 画素の画像の 0.5 秒での書き換えを達成できることを示している。
(2) 偏光板を用いることなく透過と散乱の表示を行なう液晶表示モードである高分子分散型液晶の高輝度プロジ
ェクションディスプレイへの適用研究を行ない、液晶と高分子マトリクスが複雑に接した構造をしているため従来の
LCD の解析手法を用いることができない高分子分散型液品に独自の解析手法を考案してその相互作用を明らかにす
るとともに、電界解析、光散乱解析等を行ない、通常の CRT を用いた場合に比べ、約 2倍の輝度効率のリアプロジ
ェクションディスプレイが得られることを示している。
(3) 非常に広い視野角特性を有し、大型のモニター用ディスプレイに適している面内応答型液晶表示モードの電極
構造、パネルパラメータ等の検討を行ない 15 型モニターLCD の試作を行なっている。また液晶配向についても詳細
に検討を行い、プレチルト角約 3。で平行配向とした時、視野角特性、色変化を改善することができることを見出し、
非常に表示特性の優れた広視野角モニターディスプレイが得られることを明らかにしている。さらに、モニター用デ
ィスプレイなどの大型 LCD のプロセス上の課題である、 uv シール材を適用した重ね合わせ精度向上、注入時間の短
縮を行なうための注入シミュレーションモデ、ルの検討も行っている。
以上のように本論文は液晶配向に特徴を有する三種類の液晶表示モードの検討と、それぞれの表示モードの特徴を
活かした応用デバイスの試作、評価を行ない、優れた特性を有する表示デバイスを得ることが可能であることを実証
しており、電子工学に寄与するところ大である。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
